
令和５年度 第３回湖南市文化財保護審議会 

 

日時 令和６年３月 19 日（火）18：00～19：30 

場所 湖南市協同福祉施設 サンライフ甲西 

出席者 【委員】７名（１名欠席） 

【事務局】東峰部長、青木次長、野崎課長、堤課長補佐、守武主事 

議題 ●報告事項：湖南市文化財保存活用地域計画について 

●協議事項：市指定文化財の新規指定について 

●協議事項：廃少菩提寺絵図について 

●その他 

傍聴者数 0 

担当部署 

（事務局） 

湖南市環境経済部 商工観光労政課 

ＴＥＬ：0748-71-2331 

 

 

●開会のあいさつ  

 

●報告事項 湖南市文化財保存活用地域計画について 

 

（事務局）令和６～８年度の３年間で計画を策定する予定。コンサルタント業者に委託し、事業費は約 800

万円。初年度に指定・未指定文化財の調査やデータベース化、市の概要や歴史文化のまとめを行

い、２年目に保存活用等、３年目に最終的な修正。計画策定のための協議会を立ち上げる際、当審

議会からも代表１名に委員となっていただきたい。 

 

（委員） 

・策定協議会には学校教育関係者、できれば社会科や総合学習科の先生にも入ってもらいたい。また、地

質学の専門家にもご協力いただくと良い。 

・他市町と比べて高額。コンサル委託よりも、できるところは職員で進めた方が地域の実情に沿った計画

になるし、人材育成や費用の削減にもなる。体制的に大変になると思うが、検討いただきたい。 

・市が存在を把握していない古文書などはデータベース化から抜け落ちてしまう。初期段階で整理してお

きたい。 

・旧石部町は町史発行の段階で地域の網羅的な調査をしたが、旧甲西町は文化財の十分な把握ができてい

ない。流失するおそれもあるので優先順位を考えた調査を。 

 

（事務局）議会や上層部にも予算だけでなく体制を整えることを要望している。できる部分は職員で負担し

て減額に努めるが、一部コンサル委託となることはご理解いただきたい。 

  



●協議事項 市指定文化財の新規指定について 

 

（事務局）新規指定について候補を提示。 

 

（委員）スケジュール的なことも考え、指定書の形式など準備を整え直して来年度お諮りいただきたい。 

継続審議。 

 

 

●協議事項 廃少菩提寺絵図について 

 

（委員） 

・絵図と現地との整合性について、寺院跡は存在するであろうから、現地調査による再評価をするというこ

とで地元に説明しては。 

・絵図に描かれたものというよりは、現地に現存するものを重視するという認識を地元にも持っていただけ

ると話がしやすいのでは。 

 

（審議中の議題につき部分公開） 

 

 

●その他報告、本日の協議事項について再確認 

 

（事務局）善水寺本堂と附厨子の建造物保存修理事業を実施。今年度は耐震診断を行い、補強は不要との所見

をいただいた。 

 

 

～審議会終了～ 


